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岐阜大学大学院教育学研究科では毎年８月に入学説明会を開催しています。
詳細なスケジュールは７月に「教育学部・教育学研究科ホームページ」へ掲載予定です。

入学説明会

入試情報

最新の情報はWebサイトで公開しています。

https://www.ed.gifu-u.ac.jp/

教育学部・教育学研究科ホームページ

インターネットを利用した出願になります。学生募集要項は教育学部・教育学研究科ホーム
ページに電子ファイルで掲載し、冊子による配布は行いません。本学への出願はインターネッ
トの専用サイトから各自登録していただきます。ただし、一部の出願書類は郵便により提出
していただく必要があるため、必要な様式は教育学部・教育学研究科ホームページに電子
ファイルで掲載しますので、各自でダウンロードしたうえで作成し郵送していただきます。 研究科長　坂 本  一 也

　岐阜大学大学院教育学研究科は、社会の多様な要請に応え、地域の教育を中心的となって
担い、文化の発展にも寄与する高度な教育専門職および心理専門職を養成することを目的と
しています。近年、学校現場では学びの保障に加えて、不登校やいじめへの対応、特別支援
教育の充実、ICTの効果的な活用、教員の働き方改革など、より複雑で高度な課題に直面し
ています。これらの教育課題に応えるためには、専門的知識を深めるだけでなく、学校を組
織として支え、地域と協働しながら教育を創造していく力を備えた教育専門職、教育・福祉・
医療など幅広い領域において、子どもや保護者、教職員を支える専門職業人の育成が求めら
れています。
　本研究科は、こうした社会的ニーズを踏まえて、教職実践開発専攻（教職大学院）と教育
臨床心理学専攻（修士課程）の二専攻で構成されています。教職実践開発専攻には三つのコー
スがあり、教科指導能力開発コースでは教科に関する高度な専門知識と実践力を備え、継続
して学び続けることのできる教員を養成します。教育実践開発コースでは、授業の構想・実
践・評価・改善に関する理論と実践力を高め、障がいや発達の段階など子どもの多様な実態
に応じた指導・支援ができる教員を養成します。学校管理職養成コースでは、学校や地域が
抱える課題に対応し、学校ビジョンの構想や学校経営計画の策定を担うことのできる管理職
教員を養成します。また、教育臨床心理学専攻では、学校教育などに関わる心理臨床・カウ
ンセリングの専門知識と技能を習得し、発達段階に応じた心理的課題に向き合いながら適切
に支援できる心理専門職を育成します。
　本研究科の修了生が、地域の教員養成機能の中心的役割を担うとともに、岐阜県さらには
東海地域における教育・人材育成・研究・社会連携・社会貢献活動に積極的に関わり、我が
国の教育の発展と向上に寄与していくことを期待しています。

「高度な教育専門職および心理専門職へ」
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岐阜大学大学院教育学研究科では毎年８月に入学説明会を開催しています。
詳細なスケジュールは７月に「教育学部・教育学研究科ホームページ」へ掲載予定です。

入学説明会

入試情報

最新の情報はWebサイトで公開しています。

https://www.ed.gifu-u.ac.jp/

教育学部・教育学研究科ホームページ

インターネットを利用した出願になります。学生募集要項は教育学部・教育学研究科ホーム
ページに電子ファイルで掲載し、冊子による配布は行いません。本学への出願はインターネッ
トの専用サイトから各自登録していただきます。ただし、一部の出願書類は郵便により提出
していただく必要があるため、必要な様式は教育学部・教育学研究科ホームページに電子
ファイルで掲載しますので、各自でダウンロードしたうえで作成し郵送していただきます。 研究科長　坂 本  一 也

　岐阜大学大学院教育学研究科は、社会の多様な要請に応え、地域の教育を中心的となって
担い、文化の発展にも寄与する高度な教育専門職および心理専門職を養成することを目的と
しています。近年、学校現場では学びの保障に加えて、不登校やいじめへの対応、特別支援
教育の充実、ICTの効果的な活用、教員の働き方改革など、より複雑で高度な課題に直面し
ています。これらの教育課題に応えるためには、専門的知識を深めるだけでなく、学校を組
織として支え、地域と協働しながら教育を創造していく力を備えた教育専門職、教育・福祉・
医療など幅広い領域において、子どもや保護者、教職員を支える専門職業人の育成が求めら
れています。
　本研究科は、こうした社会的ニーズを踏まえて、教職実践開発専攻（教職大学院）と教育
臨床心理学専攻（修士課程）の二専攻で構成されています。教職実践開発専攻には三つのコー
スがあり、教科指導能力開発コースでは教科に関する高度な専門知識と実践力を備え、継続
して学び続けることのできる教員を養成します。教育実践開発コースでは、授業の構想・実
践・評価・改善に関する理論と実践力を高め、障がいや発達の段階など子どもの多様な実態
に応じた指導・支援ができる教員を養成します。学校管理職養成コースでは、学校や地域が
抱える課題に対応し、学校ビジョンの構想や学校経営計画の策定を担うことのできる管理職
教員を養成します。また、教育臨床心理学専攻では、学校教育などに関わる心理臨床・カウ
ンセリングの専門知識と技能を習得し、発達段階に応じた心理的課題に向き合いながら適切
に支援できる心理専門職を育成します。
　本研究科の修了生が、地域の教員養成機能の中心的役割を担うとともに、岐阜県さらには
東海地域における教育・人材育成・研究・社会連携・社会貢献活動に積極的に関わり、我が
国の教育の発展と向上に寄与していくことを期待しています。

「高度な教育専門職および心理専門職へ」
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　本専攻では、夜間・遠隔による授業の開設により、地域の教育を担う指導的な人材が在職のまま大学院で研修・研究できるような学習機会を広く
提供しています。さらに、多くの人々に大学院の授業を受講可能とするために科目等履修生を受け入れています。大学院に入学した場合には、受講
科目の単位は認定されます。

　教職実践開発専攻教育実践開発コース（カリキュラム開発分野・特別支援教育分野）では、岐阜大学教室と、インターネット接続された機器を備えた
自宅等とをオンライン会議システムでつなぎ、双方向通信の授業を行っています。

インターネットに接続できる環境があれ
ばどこでも教室に早変わりします。夜間
開講の一部科目において、遠隔授業を
実施しています。詳細は募集要項でご
確認ください。

①大学以外の場所からでも
　授業を受けられます。
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英語教育におけるすぐれた専門家の養成機関として、英語教育学・英語文学・英語学・異文化理解の４領域にわたり、そ
の理論と実践の探求を目指しています。また、現職教員や海外からの教員留学生などの研修機関として、英語教育のレ
ベルの向上、国際交流の促進にも努めています。

国語学・国文学・漢文学・国語科教育学の諸分野からなるカリキュラムによって高度な専門的知識・技能への深い理解
と修得を基盤とし、教育現場において、真に効果的な教育実践を豊かに作り上げるような創造力と実行力あふれる人材
を養成します。

教科（史学、地理学、現代社会）と教科教育（社会科教育）それぞれの分野において、深い見識と高度な知識・技能を備
えた教育専門職の養成を目指しています。幅広い視野のもとで自身の専門性を自在に活用することのできる、柔軟で
創造的な実践力の育成に力を入れています。

児童・生徒の発達段階における知識・技能の「定着」及び「活用」を重視して、さらに児童・生徒自らが課題を探究する力を
養うための算数・数学授業の理論と実践を学びます。算数・数学の高度な授業を達成できる力量を持ち、広い視野を持った
教員の育成を目指します。

技術教育に関する授業改善や専門知識の向上を目的として、電気電子・材料加工・情報・生物育成及び技術科教育の
分野で高度な専門知識と技能を獲得し、教員現場で活躍できる教育専門職の養成を目指しています。

理科教育学、物理学、化学、生物学、地学各分野の講義により理科教育法や各専門の理論を深めるとともに、教育実践
研究や各専門の今日的テーマの学位論文研究を通して、科学的研究方法や科学理論確立の過程を体得していきます。

衣・食・住・家庭管理の各分野において、家庭生活に関する倫理、課題を明らかにし、それを家庭科教育で活用する方法
について授業実践を通して探求します。また、生活問題を課題として深く探求することにより、教育現場で活躍できる人材
を養成します。

実践力のある音楽科教員をめざすためには、楽曲への理解や技能を身につけるだけでなく、それらをどのように音楽の授
業へ生かすかが求められます。そのために必要な知識や技能を実技や理論を通して深く学び、各自のテーマに基づいて
研究を深めます。

絵画、彫刻、デザイン、工芸、美術理論・美術史、美術科教育の発展的な講義や実習を通して、美術教育と美術表現に
関わる今日的課題を追究します。それらを関連づけて総合的に解決することができる、高度な資質と実践能力を備えた
人材の育成を目指しています。

体育学、運動学、学校保健、保健体育科教育の理論と方法に関して専門的研究を深め、特に教育現場の諸課題に
かかわる研究を充実させ、高度な実践力を備えた教員を養成します。

教育学研究科学生か
らの

メッセージ

寸田 知世さん

教育学研究科
教職実践開発専攻

理論を学び、実践に生かす̶̶ 現場で磨かれる大学院での学び

　大学 3 年次の教育実習を通じて、授業づくりや生徒理解への探究心が一層深まり、
専門性を高めるとともに、実践力を養いたいという思いから、岐阜大学教職大学院
への進学を決意しました。
　本大学院では、学部で培った知識を理論的かつ多面的に掘り下げながら、教育
現場での実践と往還的に結びつけて学ぶことができます。理論と実践が相互に支え
合うことの意義を、日々の学びの中で実感しています。
　家庭科教育においては、「生活」を通じて子どもの成長を支える力が求められます。
衣・食・住・消費生活・家族・家庭生活など多岐にわたる領域を扱う中で、科学的
根拠に基づいた指導力と、変化する状況に柔軟に対応する思考力を磨いています。
また、現職教員の院生とともに学ぶ環境は、教育現場のリアルな課題や多様な価値
観に触れる貴重な機会となり、自らの指導観を深める上で大きな刺激となっています。
　今後は、大学院で培った理論的思考力と実践的判断力を生かし、子どもたちが自
らの暮らしを見つめ、未来を見据えてよりよく生きる力を育む授業を創造していきた
いと考えています。
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　本専攻では、夜間・遠隔による授業の開設により、地域の教育を担う指導的な人材が在職のまま大学院で研修・研究できるような学習機会を広く
提供しています。さらに、多くの人々に大学院の授業を受講可能とするために科目等履修生を受け入れています。大学院に入学した場合には、受講
科目の単位は認定されます。

　教職実践開発専攻教育実践開発コース（カリキュラム開発分野・特別支援教育分野）では、岐阜大学教室と、インターネット接続された機器を備えた
自宅等とをオンライン会議システムでつなぎ、双方向通信の授業を行っています。

インターネットに接続できる環境があれ
ばどこでも教室に早変わりします。夜間
開講の一部科目において、遠隔授業を
実施しています。詳細は募集要項でご
確認ください。

①大学以外の場所からでも
　授業を受けられます。

※1 ※2

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎ □

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

◎

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

◎

カリキュラム開発

特別支援教育

◎

□

◎

□

◎

□

◎

□

◎

□

◎

□◎

英語教育におけるすぐれた専門家の養成機関として、英語教育学・英語文学・英語学・異文化理解の４領域にわたり、そ
の理論と実践の探求を目指しています。また、現職教員や海外からの教員留学生などの研修機関として、英語教育のレ
ベルの向上、国際交流の促進にも努めています。

国語学・国文学・漢文学・国語科教育学の諸分野からなるカリキュラムによって高度な専門的知識・技能への深い理解
と修得を基盤とし、教育現場において、真に効果的な教育実践を豊かに作り上げるような創造力と実行力あふれる人材
を養成します。

教科（史学、地理学、現代社会）と教科教育（社会科教育）それぞれの分野において、深い見識と高度な知識・技能を備
えた教育専門職の養成を目指しています。幅広い視野のもとで自身の専門性を自在に活用することのできる、柔軟で
創造的な実践力の育成に力を入れています。

児童・生徒の発達段階における知識・技能の「定着」及び「活用」を重視して、さらに児童・生徒自らが課題を探究する力を
養うための算数・数学授業の理論と実践を学びます。算数・数学の高度な授業を達成できる力量を持ち、広い視野を持った
教員の育成を目指します。

技術教育に関する授業改善や専門知識の向上を目的として、電気電子・材料加工・情報・生物育成及び技術科教育の
分野で高度な専門知識と技能を獲得し、教員現場で活躍できる教育専門職の養成を目指しています。

理科教育学、物理学、化学、生物学、地学各分野の講義により理科教育法や各専門の理論を深めるとともに、教育実践
研究や各専門の今日的テーマの学位論文研究を通して、科学的研究方法や科学理論確立の過程を体得していきます。

衣・食・住・家庭管理の各分野において、家庭生活に関する倫理、課題を明らかにし、それを家庭科教育で活用する方法
について授業実践を通して探求します。また、生活問題を課題として深く探求することにより、教育現場で活躍できる人材
を養成します。

実践力のある音楽科教員をめざすためには、楽曲への理解や技能を身につけるだけでなく、それらをどのように音楽の授
業へ生かすかが求められます。そのために必要な知識や技能を実技や理論を通して深く学び、各自のテーマに基づいて
研究を深めます。

絵画、彫刻、デザイン、工芸、美術理論・美術史、美術科教育の発展的な講義や実習を通して、美術教育と美術表現に
関わる今日的課題を追究します。それらを関連づけて総合的に解決することができる、高度な資質と実践能力を備えた
人材の育成を目指しています。

体育学、運動学、学校保健、保健体育科教育の理論と方法に関して専門的研究を深め、特に教育現場の諸課題に
かかわる研究を充実させ、高度な実践力を備えた教員を養成します。

教育学研究科学生か
らの

メッセージ

寸田 知世さん

教育学研究科
教職実践開発専攻

理論を学び、実践に生かす̶̶ 現場で磨かれる大学院での学び

　大学 3 年次の教育実習を通じて、授業づくりや生徒理解への探究心が一層深まり、
専門性を高めるとともに、実践力を養いたいという思いから、岐阜大学教職大学院
への進学を決意しました。
　本大学院では、学部で培った知識を理論的かつ多面的に掘り下げながら、教育
現場での実践と往還的に結びつけて学ぶことができます。理論と実践が相互に支え
合うことの意義を、日々の学びの中で実感しています。
　家庭科教育においては、「生活」を通じて子どもの成長を支える力が求められます。
衣・食・住・消費生活・家族・家庭生活など多岐にわたる領域を扱う中で、科学的
根拠に基づいた指導力と、変化する状況に柔軟に対応する思考力を磨いています。
また、現職教員の院生とともに学ぶ環境は、教育現場のリアルな課題や多様な価値
観に触れる貴重な機会となり、自らの指導観を深める上で大きな刺激となっています。
　今後は、大学院で培った理論的思考力と実践的判断力を生かし、子どもたちが自
らの暮らしを見つめ、未来を見据えてよりよく生きる力を育む授業を創造していきた
いと考えています。
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　本専攻では、夜間・遠隔による授業の開設により、地域の教育を担う指導的な人材が在職のまま大学院で研修・研究できるような学習機会を広く
提供しています。さらに、多くの人々に大学院の授業を受講可能とするために科目等履修生を受け入れています。大学院に入学した場合には、受講
科目の単位は認定されます。

　教職実践開発専攻教育実践開発コース（カリキュラム開発分野・特別支援教育分野）では、岐阜大学教室と、インターネット接続された機器を備えた
自宅等とをオンライン会議システムでつなぎ、双方向通信の授業を行っています。

インターネットに接続できる環境があれ
ばどこでも教室に早変わりします。夜間
開講の一部科目において、遠隔授業を
実施しています。詳細は募集要項でご
確認ください。

①大学以外の場所からでも
　授業を受けられます。
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英語教育におけるすぐれた専門家の養成機関として、英語教育学・英語文学・英語学・異文化理解の４領域にわたり、そ
の理論と実践の探求を目指しています。また、現職教員や海外からの教員留学生などの研修機関として、英語教育のレ
ベルの向上、国際交流の促進にも努めています。

国語学・国文学・漢文学・国語科教育学の諸分野からなるカリキュラムによって高度な専門的知識・技能への深い理解
と修得を基盤とし、教育現場において、真に効果的な教育実践を豊かに作り上げるような創造力と実行力あふれる人材
を養成します。

教科（史学、地理学、現代社会）と教科教育（社会科教育）それぞれの分野において、深い見識と高度な知識・技能を備
えた教育専門職の養成を目指しています。幅広い視野のもとで自身の専門性を自在に活用することのできる、柔軟で
創造的な実践力の育成に力を入れています。

児童・生徒の発達段階における知識・技能の「定着」及び「活用」を重視して、さらに児童・生徒自らが課題を探究する力を
養うための算数・数学授業の理論と実践を学びます。算数・数学の高度な授業を達成できる力量を持ち、広い視野を持った
教員の育成を目指します。

技術教育に関する授業改善や専門知識の向上を目的として、電気電子・材料加工・情報・生物育成及び技術科教育の
分野で高度な専門知識と技能を獲得し、教員現場で活躍できる教育専門職の養成を目指しています。

理科教育学、物理学、化学、生物学、地学各分野の講義により理科教育法や各専門の理論を深めるとともに、教育実践
研究や各専門の今日的テーマの学位論文研究を通して、科学的研究方法や科学理論確立の過程を体得していきます。

衣・食・住・家庭管理の各分野において、家庭生活に関する倫理、課題を明らかにし、それを家庭科教育で活用する方法
について授業実践を通して探求します。また、生活問題を課題として深く探求することにより、教育現場で活躍できる人材
を養成します。

実践力のある音楽科教員をめざすためには、楽曲への理解や技能を身につけるだけでなく、それらをどのように音楽の授
業へ生かすかが求められます。そのために必要な知識や技能を実技や理論を通して深く学び、各自のテーマに基づいて
研究を深めます。

絵画、彫刻、デザイン、工芸、美術理論・美術史、美術科教育の発展的な講義や実習を通して、美術教育と美術表現に
関わる今日的課題を追究します。それらを関連づけて総合的に解決することができる、高度な資質と実践能力を備えた
人材の育成を目指しています。

体育学、運動学、学校保健、保健体育科教育の理論と方法に関して専門的研究を深め、特に教育現場の諸課題に
かかわる研究を充実させ、高度な実践力を備えた教員を養成します。
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現場での実践と往還的に結びつけて学ぶことができます。理論と実践が相互に支え
合うことの意義を、日々の学びの中で実感しています。
　家庭科教育においては、「生活」を通じて子どもの成長を支える力が求められます。
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　今後は、大学院で培った理論的思考力と実践的判断力を生かし、子どもたちが自
らの暮らしを見つめ、未来を見据えてよりよく生きる力を育む授業を創造していきた
いと考えています。
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　本専攻では、夜間・遠隔による授業の開設により、地域の教育を担う指導的な人材が在職のまま大学院で研修・研究できるような学習機会を広く
提供しています。さらに、多くの人々に大学院の授業を受講可能とするために科目等履修生を受け入れています。大学院に入学した場合には、受講
科目の単位は認定されます。
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インターネットに接続できる環境があれ
ばどこでも教室に早変わりします。夜間
開講の一部科目において、遠隔授業を
実施しています。詳細は募集要項でご
確認ください。

①大学以外の場所からでも
　授業を受けられます。

※1 ※2

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎ □

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

◎

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

◎

カリキュラム開発

特別支援教育

◎

□

◎

□

◎

□

◎

□

◎

□

◎

□◎
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について授業実践を通して探求します。また、生活問題を課題として深く探求することにより、教育現場で活躍できる人材
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業へ生かすかが求められます。そのために必要な知識や技能を実技や理論を通して深く学び、各自のテーマに基づいて
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絵画、彫刻、デザイン、工芸、美術理論・美術史、美術科教育の発展的な講義や実習を通して、美術教育と美術表現に
関わる今日的課題を追究します。それらを関連づけて総合的に解決することができる、高度な資質と実践能力を備えた
人材の育成を目指しています。
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岐阜大学大学院教育学研究科では毎年８月に入学説明会を開催しています。
詳細なスケジュールは７月に「教育学部・教育学研究科ホームページ」へ掲載予定です。

入学説明会

入試情報

最新の情報はWebサイトで公開しています。

https://www.ed.gifu-u.ac.jp/

教育学部・教育学研究科ホームページ

インターネットを利用した出願になります。学生募集要項は教育学部・教育学研究科ホーム
ページに電子ファイルで掲載し、冊子による配布は行いません。本学への出願はインターネッ
トの専用サイトから各自登録していただきます。ただし、一部の出願書類は郵便により提出
していただく必要があるため、必要な様式は教育学部・教育学研究科ホームページに電子
ファイルで掲載しますので、各自でダウンロードしたうえで作成し郵送していただきます。 研究科長　坂 本  一 也

　岐阜大学大学院教育学研究科は、社会の多様な要請に応え、地域の教育を中心的となって
担い、文化の発展にも寄与する高度な教育専門職および心理専門職を養成することを目的と
しています。近年、学校現場では学びの保障に加えて、不登校やいじめへの対応、特別支援
教育の充実、ICTの効果的な活用、教員の働き方改革など、より複雑で高度な課題に直面し
ています。これらの教育課題に応えるためには、専門的知識を深めるだけでなく、学校を組
織として支え、地域と協働しながら教育を創造していく力を備えた教育専門職、教育・福祉・
医療など幅広い領域において、子どもや保護者、教職員を支える専門職業人の育成が求めら
れています。
　本研究科は、こうした社会的ニーズを踏まえて、教職実践開発専攻（教職大学院）と教育
臨床心理学専攻（修士課程）の二専攻で構成されています。教職実践開発専攻には三つのコー
スがあり、教科指導能力開発コースでは教科に関する高度な専門知識と実践力を備え、継続
して学び続けることのできる教員を養成します。教育実践開発コースでは、授業の構想・実
践・評価・改善に関する理論と実践力を高め、障がいや発達の段階など子どもの多様な実態
に応じた指導・支援ができる教員を養成します。学校管理職養成コースでは、学校や地域が
抱える課題に対応し、学校ビジョンの構想や学校経営計画の策定を担うことのできる管理職
教員を養成します。また、教育臨床心理学専攻では、学校教育などに関わる心理臨床・カウ
ンセリングの専門知識と技能を習得し、発達段階に応じた心理的課題に向き合いながら適切
に支援できる心理専門職を育成します。
　本研究科の修了生が、地域の教員養成機能の中心的役割を担うとともに、岐阜県さらには
東海地域における教育・人材育成・研究・社会連携・社会貢献活動に積極的に関わり、我が
国の教育の発展と向上に寄与していくことを期待しています。

「高度な教育専門職および心理専門職へ」
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ページに電子ファイルで掲載し、冊子による配布は行いません。本学への出願はインターネッ
トの専用サイトから各自登録していただきます。ただし、一部の出願書類は郵便により提出
していただく必要があるため、必要な様式は教育学部・教育学研究科ホームページに電子
ファイルで掲載しますので、各自でダウンロードしたうえで作成し郵送していただきます。 研究科長　坂 本  一 也

　岐阜大学大学院教育学研究科は、社会の多様な要請に応え、地域の教育を中心的となって
担い、文化の発展にも寄与する高度な教育専門職および心理専門職を養成することを目的と
しています。近年、学校現場では学びの保障に加えて、不登校やいじめへの対応、特別支援
教育の充実、ICTの効果的な活用、教員の働き方改革など、より複雑で高度な課題に直面し
ています。これらの教育課題に応えるためには、専門的知識を深めるだけでなく、学校を組
織として支え、地域と協働しながら教育を創造していく力を備えた教育専門職、教育・福祉・
医療など幅広い領域において、子どもや保護者、教職員を支える専門職業人の育成が求めら
れています。
　本研究科は、こうした社会的ニーズを踏まえて、教職実践開発専攻（教職大学院）と教育
臨床心理学専攻（修士課程）の二専攻で構成されています。教職実践開発専攻には三つのコー
スがあり、教科指導能力開発コースでは教科に関する高度な専門知識と実践力を備え、継続
して学び続けることのできる教員を養成します。教育実践開発コースでは、授業の構想・実
践・評価・改善に関する理論と実践力を高め、障がいや発達の段階など子どもの多様な実態
に応じた指導・支援ができる教員を養成します。学校管理職養成コースでは、学校や地域が
抱える課題に対応し、学校ビジョンの構想や学校経営計画の策定を担うことのできる管理職
教員を養成します。また、教育臨床心理学専攻では、学校教育などに関わる心理臨床・カウ
ンセリングの専門知識と技能を習得し、発達段階に応じた心理的課題に向き合いながら適切
に支援できる心理専門職を育成します。
　本研究科の修了生が、地域の教員養成機能の中心的役割を担うとともに、岐阜県さらには
東海地域における教育・人材育成・研究・社会連携・社会貢献活動に積極的に関わり、我が
国の教育の発展と向上に寄与していくことを期待しています。

「高度な教育専門職および心理専門職へ」


